
※ 最近では、SNS型ロマンス詐欺をはじめ、簡単に金が稼げると言って動画のスクリーンショットをさせる
副業詐欺や警察官を名乗り、「犯罪の容疑者として逮捕状が出ている」などと言って不安にさせる詐欺が
連続発生しています。
今年１～２月に認知した主な被害を列挙しますので、手口を知って被害にあわないようにしましょう!!

被 害 状 況被害額被害者手口

昨年９月、被害者が「彼氏募集」というＡ女のフェイスブック投稿に興味を持ち、やり取り
を始め、Ａ女から『富の増加プラン』という「金」の投資に招待され、被害者は10万円を投
資するとすぐに投資サイト上で利益が出たことから、追加で投資するため70万円を指定さ
れた口座に振り込んだ。かなりの利益が出たことから被害者が引き出そうとしたところ、
「手数料が必要」などと言われ、不審に思い警察に相談して詐欺の被害に気付いた。

約80
万円

鳥取市
50代
男性

SNS型
ロマンス
詐欺

本年１月、被害者のスマホに「＋」で始まる番号から着信があり、電話に出ると『ＮＴＴの
職員』を名乗る男から「動画やゲームアプリの契約料が未納です」「今日支払ってもらえな
いと明日には裁判になります」などと言われ、30万円を要求された。被害者は「本当に裁
判になるのでは」と心配になり、言われるまま、お金を指定された口座に振り込んでだまし
取られた。

30
万円

西伯郡
60代
女性

架空料金
請求詐欺

本年１月、被害者がティックトックで表示された副業の広告をクリックし、Ａ女のＬＩＮＥア
カウントを登録した。Ａ女から紹介された副業は『動画を視聴して、スクリーンショットを送
信する』というもので、副業を始めたところ数百円の報酬が得られた。さらにＡ女から【高
額報酬課題】を勧められ、その費用として数万円を複数回、指定された口座に振り込んだ
が、「あなたが操作ミスをしたためサイトを凍結した」と言われ、凍結解除費用として合計
90万円を要求されたほか、出金担当者を名乗るＢから「延滞金」名目で約240万円を要求
された。要求されたお金を支払っても出金できなかったことから詐欺を疑った被害者がイ
ンターネットで調べ、詐欺の被害に気付いた。

約345
万円

鳥取市
50代
男性

架空料金
請求詐欺
（副業詐欺）

本年１月、被害者の自宅電話に【総務省】の職員を名乗る者から電話があり、「あなた
の携帯電話から迷惑メールが発信されている」「警察につなげるので被害届を出して」な
どと言われた。しばらくすると警察官を名乗るA男が電話に出て、「詐欺グループのお金
があなたの口座に振り込まれている」「ＬＩＮＥで捜査のやり取りを行う」と言われたことから、
被害者はＡ男のＬＩＮＥを友達登録した。すると、警察手帳の写真や逮捕状の写真が送ら
れ、銀行口座の残高を教えるように言われた被害者は、逮捕を免れるため、持っている
複数の口座の通帳残高を写真で送信した。さらに、検事を名乗るＢ男から「調査のため預
貯金を指定の口座に送金して」と言われた被害者は、インターネットバンキングでお金を
送金し続け、合計2,700万円をだまし取られた。

2,700
万円

米子市
60代
女性

オレオレ
詐欺
（警察官
かたり）

・ 特殊詐欺・SNS型詐欺被害は年々増加
次々に新たな手口が発生し巧妙化してお
り、件数・被害額とも大きく増加しています。

・ 本年2月末現在の被害件数・被害額
特殊詐欺 １７件、約4,888万円
（前年比 ＋６件、＋約3,958万円）
SNS型詐欺 １４件、約１億３万円
（前年比 ＋８件、－約2,854万円）
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県 内 の 特 殊 詐 欺 、 S N S 型 投 資 ・ ロ マ ン ス 詐 欺 被 害 状 況

R1 R2 R3 R4 R5 R6

件数 23 26 42 51 85 117

被害額 2,777 9,233 8,914 13,481 49,477 73,312
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デ ジ タ ル 化 の 進 展 に よ り
非対面型犯罪が大きく増加

（あんしんトリピーメール引用）

〇 ネットで知り合った人からのもうけ話を勧められたら詐欺を疑ってください！
〇 「＋」で始まる【国際電話】番号からの着信は詐欺だと疑い、電話に出ない、かけ直さないでください！
〇 「裁判になる」などと言ってお金を要求するのは詐欺の手口です！
〇 警察が逮捕しようとする相手にＬＩＮＥなどで警察手帳や逮捕状を見せたりすることは絶対にありません！



（出典：警察庁ホームページ）


